






















【要約】:平成 5 年度の三歳児聴覚検診の実態を知るために、日本耳鼻咽喉科学会地方部

会の三歳児健診担当者の協力を得て、全国調査を行なった。これによると、新しい聴覚検

査法の普及率は 60%弱であり、難聴の検出情況は、診断基準の不統一や精密検査機関の検

査診断機能の不揃いなどのために、地域差が著しかった。


